
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

社協だよりの発行には、共同募金の配分金を使わせていただいております。 

 

 

11月号 
令和 2年 11月 25日発行 

▲アイマスクをつけて全盲体験を行っている様子。（詳細は２貢に掲載しています。） 

木曽福島支所 福島6305番地 24-3777

日義支所 日義1600番地1 26-2283

開田支所 開田高原末川2797番地 42-3388

三岳支所 三岳6311番地 46-2117



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★★★心配ごと相談所開催のお知らせ★★★ 

日    時：令和 ２年１２月９日（水） １３：００～１６：００まで 

場    所：木曽郡民会館 

主な相談内容：法律相談(弁護士による)･心配ごと相談･行政相談･人権相談 

◎法律に関する相談については、予約が必要となります。  

法律に関する相談を希望される方は、１２月８日（火）までに、お申し込みください。 

また、木曽町社協では、松本弁護士会をはじめ、民生委員、行政相談委員、人権擁護委員、まい

さぽ木曽と連携しながら、相談所以外でも相談を受け付けます。  

  

 

 開田中学校で福祉体験講座を行いました。松本市在住で、盲導

犬と生活をされている前野弘美さんを講師にお招きし、目の不自

由な方の生活の様子や、周りの人にしてもらえると嬉しい対応に

ついてお話をしていただきました。 

視覚障害のある方は、自分の家などの慣れた環境では、工夫次

第で生活するのに困ることはないが、一歩外に出れば、周りの人

の配慮や声掛けが必要。盲導犬がいると声をかけてはいけないと

思っている人も多いが、「どちらに行かれますか」等声をかけて欲

しいとお話してくださいました。また、盲導犬を知っている人は

増えても、まだまだ受け入れを拒否するお店もあるという事で、

理解が進んでいくことも望まれていました。 

講演の後はアイマスクをつけて全盲体験を行いました。目から

得ている情報は想像以上に大きく、生活し慣れた校舎の中もアイ

マスクを付けるだけで、恐怖を感じながら歩いている様子でした。

目の不自由な人の正しい介助方法や安心できる声掛けについても

学びました。 

このような学習をとおし、障がいのある方への理解を深め、困

っている人を見かけた時に行動に移せるきっかけに繋がっていく

と嬉しいです。 

 

●高齢者のご夫婦からのお宝ばなし紹介● 

 
「主人が二ヵ月程入院して、ひとり不安な生活になると心

配していたが、ご近所の方が毎日声を掛けて見守ってくれ

ました。こんなに嬉しいことはありませんでした。主人が

退院した後、足が弱くなり運転ができなくなってしまい、

買い物、畑の草取り、収穫なども何かと気にかけて支えて

くれます。みなさんのおかげで安心した生活を過ごしてい

ます。」 

生活支援コーディネーターからコメント 

素敵なお宝ばなしをお聞きしました。日常の交流やつながりを

大切にすることで、ご近所、地域のお宝の一つひとつが安心し

て暮らせる地域を作り上げていますね。 


